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Waki-Hachi Festivalを
開催しました！ ３P

令和5年

７７７

熱気球搭乗イベント
（Waki-Hachi Festival）



行政報告をする米本町長

　

6
月
9
日
か
ら
22
日
ま
で
の
14
日
間
の
会

期
で
、「
令
和
5
年
第
3
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」が
開
催
さ
れ
、報
告
4
件
、同
意
2
件
、

議
案
3
件
、
発
議
1
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

報
告
第
5
号

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
会
計
管
理
者
の
現
金
保
管
及
び
現
金
出
納

事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
毎
に
毎
月
実

施
し
て
い
る
も
の

報
告
第
6
号

　

令
和
４
年
度
和
木
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

※
令
和
5
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
報
告

●
出
産
・
子
育
て
応
援
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託

料　

4
0
0
万
円

●
認
定
こ
ど
も
園
管
理
運
営
事
業
（
園
バ
ス

置
き
去
り
防
止
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
）　

55
万
円

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
体
制
確
保
事
業　

1
0
0
万
円

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業　

1
0
0
万
円

●
装
束
雨
水
ポ
ン
プ
場
改
修
工
事
負
担
金

2
，
6
4
9
万
8
千
円【全

会
一
致
で
承
認
】

報
告
第
7
号

　

令
和
４
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て

※
令
和
5
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
報
告

●
大
竹
圧
送
既
設
管
渠
処
理
事
業　

1
億

1
，
0
0
0
万
円

【
全
会
一
致
で
承
認
】

報
告
第
8
号

　

和
木
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の

報
告
に
つ
い
て

※
令
和
4
年
度
和
木
町
土
地
開
発
公
社
決
算

書
及
び
令
和
5
年
度
和
木
町
土
地
開
発
公

社
予
算
書
に
つ
い
て
の
報
告

【
全
会
一
致
で
承
認
】

同
意
第
2
号

　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

※
監
査
委
員
の
山
本
修
さ
ん
の
任
期
が
6
月

12
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
い
て

監
査
委
員
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い

て
同
意
を
求
め
る
も
の【全

会
一
致
で
同
意
】

同
意
第
3
号

　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

※
議
員
か
ら
選
任
す
る
監
査
委
員
に
中
村
充

子
さ
ん
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意

を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
同
意
】

第
３
回
和
木
町
議
会
定
例
会

議
案
第
29
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

※
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
始
め
と
す

る
各
種
事
業
に
必
要
と
な
る
経
費
を
計
上

す
る
と
と
も
に
、
国
庫
補
助
金
や
財
政
調

整
基
金
取
り
崩
し
の
増
額
な
ど
を
行
う

も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
30
号

　

令
和
5
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
簡
易
水
道
地
区
の
料
金
改
定
に
伴
う
、
電

算
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
を
行
う
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
31
号

　

和
木
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

和
木
４
丁
目
地
区
内
に
お
け
る
民
間
の
宅

地
開
発
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
敷
地
内
道
路
を

町
道
（
浜
開
Ａ
線
）
と
し
て
認
定
す
る
為
、

町
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

発
議
第
2
号

　

和
木
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公

表
に
関
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
が
法
改
正
さ
れ
、
議

員
個
人
に
よ
る
所
属
町
村
事
業
の
請
負
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
和
木

町
議
会
議
員
と
和
木
町
と
の
間
の
請
負
の
状

況
を
公
表
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
請
負
の
状

況
の
透
明
性
を
確
保
し
、
議
会
の
運
営
の
公

正
及
び
事
務
の
執
行
の
適
正
を
図
る
た
め
、

本
条
例
を
制
定
す
る
も
の【

全
会
一
致
で
可
決
】

　

5
月
26
日
︑
文
化
会
館
で
行
政
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

行
政
懇
談
会
は
︑
町
内
全
22
地
区
の

自
治
会
長
と
兼
本
議
長
︑
米
本
町
長
を

は
じ
め
町
執
行
部
が
出
席
し
︑
意
見
交

換
会
を
行
う
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
︒

　

は
じ
め
に
︑
町
か
ら
町
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
結
果
︑
自
主
防
災
組
織
活
性

化
事
業
補
助
金
︑
個
別
避
難
計
画
の
進

捗
状
況
︑
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
事
業
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
い
︑
続
い
て
自
治

会
長
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

自
治
会
か
ら
は
︑
指
定
ご
み
袋
︑
あ

い
あ
い
バ
ス
︑
道
路
の
修
繕
︑
集
会
所

の
管
理
・
修
繕
︑
盆
踊
り
大
会
な
ど
に

つ
い
て
の
質
問
・
要
望
が
出
さ
れ
︑
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

行
政
懇
談
会

　

和
木
町
文
化
協
会
名
誉
顧
問
の
澄
川

喜
一
さ
ん
が
4
月
9
日
︑
逝
去
さ
れ
ま

し
た
︒

　

澄
川
氏
は
︑
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
監
修
を
は
じ
め
︑
石
や
金
属

の
公
共
彫
刻
を
全
国
で
制
作
さ
れ
て
お

り
︑
和
木
町
で
は
文
化
会
館
落
成
を
記

念
し
て
和
木
美
術
館
︵
ア
ー
ト
ウ
ィ
ン

グ
︶前
庭
に
作
品
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
︒

　

澄
川
さ
ん
の
ご
活
躍
に
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
︑
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
︒

文
化
協
会
名
誉
顧
問

　

 

澄
川
喜
一
さ
ん 

逝
去

まちの話題
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藤本光亮さん

吉岡勝德さん

本家博子さん

島﨑こずえさん

まちの話題

　

令
和
5
年
度
高
齢
者
叙
勲
で
藤
本
光
亮

さ
ん
が
栄
え
あ
る
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
︒

　

藤
本
さ
ん
は
︑
昭
和
30
年
に
当
時
の
和

木
村
役
場
に
入
庁
し
︑
多
方
面
で
活
躍
︒

昭
和
58
年
に
は
助
役
に
選
任
さ
れ
︑
そ
し

て
平
成
5
年
9
月
に
は
︑
和
木
町
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
︒

　

以
来
︑
平
成
13
年
9
月
ま
で
の
2
期
8

年
間
に
わ
た
り
︑
和
木
町
総
合
福
祉
会
館

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
﹁
わ
き
あ
い
あ

い
苑
﹂
の
建
設
︑
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
開

局
︑
中
学
生
海
外
派
遣
︵
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
︶

事
業
の
開
始
等
々
和
木
町
の
未
来
に
つ
な

が
る
発
展
基
盤
を
築
き
上
げ
ら
れ
︑
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
︒

　

こ
の
た
び
の
受
章
︑
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
︒

藤
本
光
亮
さ
ん
に
旭
日
双
光
章

　

5
月
26
日
︑
関
ヶ
浜
２
自
治
会
の
前
自

治
会
長
を
務
め
ら
れ
た
吉
岡
勝
德
さ
ん

が
︑
永
年
に
渡
る
自
治
会
活
動
の
功
績
を

認
め
ら
れ
︑
町
か
ら
感
謝
状
と
自
治
会
連

合
会
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
︒

　

吉
岡
さ
ん
は
平
成
24
年
か
ら
令
和
5
年

3
月
ま
で
の
11
年
間
自
治
会
長
を
務
め
︑

地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
や
地
域
社
会
の

発
展
に
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
︒

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い

ま
す
︒

自
治
功
労
者
表
彰
を
贈
呈

　

食
品
衛
生
の
普
及
向
上
に
尽
く
し
た
永

年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
︑
由
川
は
つ
み
さ

ん
と
松
長
美
保
さ
ん
が
山
口
県
食
品
衛
生

協
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
︒

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
こ
れ

か
ら
も
和
木
町
の
食
の
安
心
・
安
全
を
守

る
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
︑
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

︻
食
品
衛
生
優
良
従
業
員
の
部
︼

　

由
川
は
つ
み
さ
ん

︵
ポ
ニ
ー
サ
イ
ド
カ
フ
ェ
︶

　

松
長　

美
保
さ
ん

︵
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
︶

※
由
川
さ
ん
︑
松
長
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て

は
︑
申
し
出
に
よ
り
︑
お
名
前
の
み
の

掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

山
口
県
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰
を
受
賞

岩
国
管
内
食
品
衛
生
協
会
長

表
彰
を
受
賞

　

食
品
衛
生
の
普
及
向
上
に
尽
く
し
た

永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
︑
ふ
れ
あ
い

工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
と
本
家
博
子
さ
ん
が

岩
国
管
内
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
︒

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
こ

れ
か
ら
も
和
木
町
の
食
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
︑
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

︻
食
品
衛
生
優
良
施
設
の
部
︼

　

ふ
れ
あ
い
工
房　

ク
ロ
ー
バ
ー

︵
社
会
福
祉
法
人
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
︶

︻
食
品
衛
生
優
良
従
業
員
の
部
︼

　

本
家　

博
子
さ
ん

︵
社
会
福
祉
法
人
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

つ
く
し
会
︶

厚
生
功
労
者
表
彰

　

6
月
8
日
に
小
林
仙
二
さ
ん
が
︑
6

月
16
日
に
岡
崎
尚
子
さ
ん
が
満
90
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
︑
長
寿
の
お
祝
い
と
し

て
︑
町
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
︒

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま

す
よ
う
︑
お
祈
り
い
た
し
ま
す
︒

※
今
回
︑
小
林
仙
二
さ
ん
︑
岡
崎
尚
子

さ
ん
は
お
名
前
の
み
の
掲
載
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　

6
月
9
日
︑
第
7
回
青
木
繁
記
念
大
賞

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
︵
同
実
行
委
員
会
及
び
福

岡
県
久
留
米
市
主
催
︶
の
審
査
結
果
が
発

表
さ
れ
︑
3
1
8
名
の
作
家
︑
4
4
3
点

の
出
品
作
品
の
中
か
ら
︑
和
木
町
在
住
の

島
﨑
こ
ず
え
さ
ん
の
作
品
が
入
選
さ
れ
ま

し
た
︒

　

同
公
募
展
は
︑
作
家
の
創
作
意
欲
を
奨

励
す
る
と
と
も
に
︑
広
く
美
術
界
の
振
興

と
︑
地
域
芸
術
文
化
の
普
及
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
全

国
公
募
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
︒

　

こ
の
度
の
入
選
︑
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
︒

　

今
後
の
島
﨑
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
す
︒

青
木
繁
記
念
大
賞
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

島
﨑
こ
ず
え
さ
ん
の
作
品
が
入
選
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　５月３０日、和木こども園で、土砂災害を想定した避難訓練が行われ、園児２０２名、教職員４４名が参加しました。
　要配慮者施設であるこども園は、町の「高齢者等避難」の発令から園児の避難行動を開始します。今回の訓練では、
町の発令により、担当の先生が館内に一斉放送を行い、これを受けた各組の先生による速やかな引率、指導により、
園児は順序良く並んで移動し、放送から約１０分で２階の遊戯室に避難を完了しました。避難後は、園長先生から身を
守るための行動について説明を受け、園児は熱心に聞いていました。
　毎年、出水期を前に行われるこの避難訓練で、園児は災害から身を守るためにどう行動するのかを意識することがで
き、また、園長先生をはじめ先生方は「園児を災害から守る。」という熱意のもとに、避難要領を再確認していました。

順序良く並んで
避難

２階遊戯室に避難後、
園長先生が説明

和木こども園で避難訓練が行われました

連絡を受け
館内一斉放送

和木町地域おこし協力隊“活動報告”

村井　優  隊員
ゆたか

　５月２８日、蜂ヶ峯総合公園でWaki-Hachi Festival（和木町町制施行５０周年記念事業）を開催しました！
　たくさんのご来場、誠にありがとうございました！当日は地元の名産品や地元事業者様による飲食・物販ブースがおよ
そ３０店舗、その中には「子育てのまち和木町」らしさ溢れるこども縁日ブースや子ども服販売等も行われました。
　早朝には熱気球搭乗体験が行われ、６時３０分に整理券一斉配布となりましたが早い方は深夜３時から並ばれる方も・・・
（当日先着順・２４０名様）。
　夜には和木町のロゴカラー４色を使用したバルーンランタンを夜空へ浮かべ幻想的な空間でイベントのフィナーレを
迎えました。（事前予約制・１００名様）
　今回のイベントテーマは「みんなで創る、和木町の未来。」和木町民を巻き込んで、町民の皆さまとイベントを作り上げ
ることで未来を拓いていく。たくさんの町内外の皆さまをお迎えし、イベントを運営する人・参加する人それぞれが、和
木町に愛着と誇りを感じてもらえる一日にする。そんな想いを込めて企画を行いました。
　今回公園に足を運んでいただいた方々が少しでも和木町を好きになっていてくれてたら・・・と願っています。
　開催まで数えきれない多くの方々にサポートいただき、今回のイベントを行うことができました。至らぬ点も多々あり
ましたが、ご協力いただいた皆さま、本当にありがとうございました。

Waki-Hachi Festivalを開催しました！

※来場者数：5,000 名（発表）
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まちの話題

会場の様子 講習会の様子

「３つのあ」プロジェクト

推進事業

しゆび体操（足指体操）足指をしっかり広げて、身体の土台を整えましょう
いうべ体操（口腔体操）口呼吸を鼻呼吸に変えて、免疫力アップ
るこう運動（散歩の推奨）体力・筋力をつけましょう

●
●
●

あ
あ
あ

１．和木町の健康寿命が延伸しました！
　健康寿命とは、日常生活動作が自立している期間の平均を言います。和木町の平成 27 年度の男性の健康寿命は 78.91 歳で

山口県 19 市町中 15 位、 女性は 82.99 歳で 19 市町中 19 位と最下位でした。

　令和２年度の男性の健康寿命は 79.58 歳で 19 市町中 14 位、 女性は 84.60 歳で１９市町中 6 位と大幅にランクアップし

ました！これは、健康寿命の延伸を目標に町民の一人ひとりがセルフケアに取り組まれた成果です。これからも「３つのあ」を

中心に健康づくりを推進していきましょう。

２．『和木町いきいき体操』が新しくなりました！
　体操に慣れてきたみなさん！今度は音楽に合わせて、理学療法士の中元幸美先生と一緒に体操をしましょう。いきいき体操を

10 分で３種類に分けて放送します。

　短時間で、まんべんなく体を動かせる体操にリニューアルしました。すきま時間に体をほぐして、今日もいきいき過ごしましょう。

　和木ちゃんねるで体操を放送します。（１０分を３種類）　7 月１０日（月）～

３．あるこう運動の効果を知ろう！
　みなさん歩いていますか？町では「３つのあ」の中で散歩を推奨しています。では、「歩く」ことにどのような効果があるの

でしょうか？

　病気の多くは、歩くことが治療や予防につながります。ぜひ、今日から生活習慣に散歩を取り入れましょう！

○歩くことで筋肉や骨が丈夫になれば、歳をとってから膝が痛い腰が痛いといった事も少なくなります
○認知症だって歩くことで防げますし、たとえ物忘れが始まっても歩けば良くなります
○国民病といわれるがんも歩くことが予防・治療になります
○気管支喘息や膠原病などの免疫系の病気だけでなく、片頭痛を代表とする脳過敏症も歩くことで良くなります
○不眠やうつも、精神科に行って薬をもらわなくても、歩けば良くなります
○介護が必要になりつつある「要支援」の人も、歩けば要支援を卒業できます

引用「病気の９割は歩くだけで治る」著者　長尾クリニック　長尾和宏院長

問　地域包括支援センター（保健福祉課内）（☎５２－２１９６）

　

6
月
17
日
︑
和
木
美
術
館
で
﹁
ガ
ー
デ
ン

マ
ム
の
花
苗
の
配
布
︑
及
び
講
習
会
﹂
が
開

催
さ
れ
︑
フ
ラ
ワ
ー
・
フ
レ
ン
ズ
32
名
が
参

加
し
ま
し
た
︒

　

講
習
会
で
は
︑
株
式
会
社
中
国
種
苗
の
酒

井
健
作
先
生
を
講
師
と
し
て
迎
え
︑
日
当
た

り
︑
水
の
あ
げ
方
︑
害
虫
や
病
気
な
ど
︑
ガ
ー

デ
ン
マ
ム
の
育
て
方
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
︒

　

植
え
付
け
ら
れ
た
苗
は
︑
フ
ラ
ワ
ー
・
フ

レ
ン
ズ
の
各
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
育
成
さ

れ
︑
11
月
11
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る
町
制
施
行

50
周
年
記
念
式
典
の
会
場
を
飾
る
こ
と
に
な

り
ま
す
︒

フ
ラ
ワ
ー
・
フ
レ
ン
ズ
が
ガ
ー
デ
ン

マ
ム
の
苗
を
植
え
付
け

　

6
月
3
日
︑
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
及
び
総
合
福
祉
会
館
で
︑
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
の
和
木
町
福
祉
ま
つ
り
が
4
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
社

会
福
祉
な
ど
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰

状
と
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒
続

い
て
﹁
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト 

げ
ん
き
な
こ
﹂
に
よ

る
﹁
つ
な
が
る
コ
ン
サ
ー
ト
﹂
が
行
わ
れ
︑

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
︒

　

総
合
福
祉
会
館
で
は
︑
つ
く
し
会
に
よ
る

カ
レ
ー
の
販
売
な
ど
︑
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
出
店
な
ど
が
行
わ
れ
︑
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
︒

4
年
ぶ
り
の
開
催
!!

　
　

  

和
木
町
福
祉
ま
つ
り

町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
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皆さんにその現状を知っていただくため、給与等を公表します。

扶　養　手　当

1. 配偶者　　　 6,500円
2. 扶養親族
　１人当たり　　 6,500円
　子１人当たり　　 10,000円
3. 特定扶養親族加算
　（16歳～22歳まで） 5,000円

管理職手当

課長 給与月額 10％
課長補佐 8％・7％

住　宅　手　当

借家
・月額 23,000 円以下の場合、家
賃から 12,000 円を控除した額
・月額 23,000 円を超える場合、
家賃から 23,000 円を控除した
額の 1/2 に 11,000 円を加算し
た額（支給額限度額 27,000 円）

通勤手当（自家用車等の場合）

2㎞～5㎞未満
5㎞～10㎞未満
10㎞～15㎞未満
15㎞～20㎞未満
20㎞～25㎞未満
25㎞～30㎞未満
30㎞以上

2,000円
4,200円
7,100円
10,000円
12,900円
15,800円
18,700円

区　分

標準的な
事務内容

職員数（人）

構成比（％）

1　級

主　　事

5

6.25

2　級

主　　事

10

12.50

3　級

係　　長
主任主事

28

35.00

4　級

課長補佐
係　　長

課　　長
園　　長

30

37.50

5　級

4

5.00

6　級

課　　長

3

3.75

7　級

参　　事

0

0.00

合　計

80

区　　　　　　　分

合　　　　　　　計

一般行政部門

議 会
総 務 企 画
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
土 木
小　　計

教 育
小　　計

水 道
国 保
介 護
小　　計

令 和 5 年
2
17
6
5
7
1
8
46
26
26
1
1
4
6
78

2
17
6
5
7
1
9
47
27
27
1
1
4
6
80

令 和 4 年
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
0
0
0
0
2

対前年増減数職　　　員　　　数

特別行政部門

公営企業等
会 計 部 門

（3）その他の手当について

表８.  部門別職員の状況（令和5年4月1日現在：単位　人）

（注）1．和木町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。（特別職、再任用職員、特定任期付職員を除く）
　　2．職員に適用される給料表の級は、仕事の難易度や責任の度合いにより区分されています。

（注）特別職、再任用職員、特定任期付職員、会計年度任用職員は除く。   

表７.  級別職員数の状況について（令和5年4月1日現在）
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区分 人　口
歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費比率
（B/A）

５年度
R5. 4. 1現在
5,892人

千円
4,161,319

千円
884,240

21.2%

４年度
R4. 4. 1現在
6,041人

千円
3,749,269

千円
872,063

23.3%

区　分

高校卒

大学卒

和　木　町

159,700円

192,800円

国の制度

154,600円

185,200円

（注）人件費には、特別職（町長、町議会議員、その他各種委員
　　　等）及び会計年度任用職員の給与、報酬を含みます。

（注）経験年数加算制度有

区　分

和木町

国

平均給料月額

323,711円

310,525円

平均給与月額

405,049円

335,524円

平均年齢

42.7歳

41.5歳

表５.  職員の平均月額および平均年齢の状況
（令和5年4月1日現在）

和　木　町
（令和4年度支給割合）

6月期

12月期

計

期末手当

1.2月分

1.2月分

2.4月分

勤勉手当

0.95月分

1.05月分

2.0月分

職制上の加算措置有

国
（令和4年度支給割合）

6月期

12月期

計

期末手当

1.2月分

1.2月分

2.4月分

勤勉手当

0.95月分

1.05月分

2.0月分

職制上の加算措置有

（2）時間外手当について

（1）期末・勤勉手当について

1．平日の時間外手当（1時間当たりの単価×125/100）
　　深夜勤務（22 時～5時）の場合 25/100 を加算
2．休日時間外手当（1時間当たりの単価×135/100）

区分 職員数
給　　与　　費

給　料

千円
306,087

職員手当

千円
160,959

共済費

千円
97,546

計

千円
564,592

５年度 78人

区　分 給与月額等 期　末　手　当

町 長

副町長

教育長

議 長

副議長

委員長

議 員

777,000円

637,000円

585,000円

290,000円

239,000円

221,000円

216,000円

職員の給与等は、町議会で審議されたうえで決められています。

（支給割合）

1.625月分

1.675月分

3.3月分

（支給月）

6月期

12月期

計

（注）特別職、再任用職員は除く。平均給与月額は、平均給料
月額に管理職手当、扶養手当、住居手当等を加えたも
のです。国とは、国家公務員の統計で、令和4年4月1日
現在の数値です。（注）職員数に教育長を含みます。

（職制上の加算措置有）

表１.  人件費の状況（一般会計当初予算）

表２.  職員給与費（一般会計当初予算）

表３.  特別職等の報酬状況（令和5年6月1日現在） 表６.  職員手当の支給状況について（令和5年6月1日現在）

表４.  職員の初任給の状況（令和5年4月1日現在）

令和 4年度支給
割合
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iPhone Android

iPhone Android

　和木町では、防災行政無線の放送内容をスマホアプリ（コスモキャスト）で受け取ること
ができるサービスを行っています。通常の放送は文字メッセージとして配信され、J アラー
ト等の緊急放送は音声で配信されます。なお、緊急放送はマナーモードでも音声が流れる仕
様となっています。

① iPhone の場合は、App Store から、Android の場合は、Google Play ストアから
　 「コスモキャスト」と検索して、画面に従いインストールしてください。

② 起動後に和木町内の郵便番号を入力し、「検索」→「登録」で完了です。
 　※アクセス関係の許可は全て「許可」してください。放送データの受信に必要です。
 　　写真や動画など不要なアクセスは行いません。

問　企画総務課（☎５２－２１３６）

登録方法 （無料・簡単２ステップ）

防災無線アプリ＜コスモキャスト＞

　和木町では、役場屋上に気象観測装置を設置して、天気・気温・湿度や雨量などの気象情
報を２４時間リアルタイムでスマホアプリやパソコン上で確認できるようにしています。防
災対策への利用のほか、熱中症対策など、幅広くご利用いただけます。

iPhone の場合は、App Store から、Andoroid の場合は、Google Play ストアから
「ポテカ」と検索して、画面に従いインストールしてください。

登録方法 （無料・簡単）

気象観測アプリ＜ポテカ＞
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● 

和
木
町
が
防
災
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す

　

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
た
人
が
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

パ
ソ
コ
ン
等
で
メ
ー
ル
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

●
配
信
情
報
の
詳
細

　

情
報
は
、
町
が
独
自
に
配
信
す
る
「
防
災
情
報
」、
気
象
庁
か

ら
自
動
配
信
さ
れ
る
「
気
象
情
報
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
か
ら
必
要
な
情
報
を
選
択
し
て
メ
ー
ル
を
受
け
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

防
災
情
報
（
町
が
配
信
）

○
高
齢
者
等
避
難
、
避
難
指
示
な
ど
、
避
難
の
必
要
性
・
緊

急
性
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
気
象
災
害
へ
の
備
え
や
注
意
喚
起
な
ど
、
防
災
危
機
管
理

上
必
要
と
考
え
ら
れ
る
情
報
を
配
信
し
ま
す
。

気
象
情
報
（
気
象
庁
が
配
信
）

○
気
象
特
別
警
報
・
警
報
・
注
意
報

大
雨
、
洪
水
、
高
潮
な
ど
の
気
象
特
別
警
報
、
警
報
、
注

意
報
を
配
信
し
ま
す
。（
必
要
な
項
目
を
選
択
で
き
ま
す
）

○
竜
巻
注
意
情
報

○
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

○
土
砂
災
害
警
戒
情
報

○
地
震
情
報

和
木
町
で
地
震
が
あ
っ
た
と
き
に
震
度
の
情
報
を
配
信
し

ま
す
。（「
全
て
の
震
度
」
ま
た
は
「
震
度
３
以
上
」
を
選

択
で
き
ま
す
）

○
津
波
注
意
報
・
津
波
警
報
・
大
津
波
警
報

○
小
瀬
川
河
川
洪
水
情
報

●
そ
の
他

※
登
録
は
無
料
で
す
が
、
メ
ー
ル
受
信
に
か
か
る
通
信
料
は

利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
い
つ
で
も
登
録
・
解
除
が
可
能
で
す
。
登
録
に
は
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
が
必
要
で
、
防
災
メ
ー
ル
以
外
の
用
途
に
ア
ド

レ
ス
を
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
通
信
環
境
等
に
よ
り
、
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
及
び
メ
ー

ル
の
受
信
に
、
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

防災行政無線テレホンサービス防災行政無線テレホンサービス☎
　住民の皆さまから「防災行政無線の緊急放送が聞こえにくい。」というお声をいただき、対策の一環として、防災行政無線
テレホンサービス（無料）を行っています。放送が聞き取れなかった場合や、もう一度聞きたい場合などにご利用ください。

　   電話番号　０１２０ － ５２ － ２１３６
※通話料はかかりません。　※電話が集中してかかりにくい場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※確認できる内容は、役場からの最新の緊急放送のみとなります。最新の放送から概ね２４時間で緊急放送の登録を解除します。

※迷惑メール防止機能をお使いの方は、登録する前に「bousai-mail@town.waki. lg. jp」からのメールを
　受信できるように設定する必要があります。

① ② ③

⑤④

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
よ
る
登
録
方
法

「和木町防災メール」サービスを行っています

ＱＲコードを読み取り、
空メール（件名・本文不要）
を送信してください。

気象情報を選択した場合
は希望の気象情報の種類
を選択してください。

入力内容を確認し、
「登録」を押します。

※ＱＲコード読み取りができない方は
　bousai.waki-town@raiden.ktaiwork.jp
　に空メールを送信してください。

※数分以内に、登録完了の
　お知らせメールが届きます。
　このメールには、登録内容
　変更・配信解除用のＵＲＬ
　が記載されています。

数分以内に、登録用URL
が記載されたメールが届
きます。

希望の配信情報を選択
して「次へ」を押します。

和木町防災情報メール

メールサービスの仮登録
が完了しました。
以下のＵＲＬから一週間
以内に本登録を実施して
ください。

ユーザー情報登録
○メールアドレス
  *******
○配信情報（複数選択可）
〔必須〕
□　防災情報
□　気象情報

　次へ

◆気象情報の選択
受信する気象情報にチェック
を入れ…選択してください。
・気象警報・注意報
＜警報（特別警報含む）＞
□ 大雨・洪水警報
□ 暴風・暴風雪警報
・・・・・
・・・・・・・
□ 小瀬川河川洪水情報
　　戻る　　次へ

設定内容の確認

次の内容でよろしければ「登
録」を、再度編集する場合は
「戻る」を選択してください。

　（選択した登録内容が
　　表示されます）

　　戻る　　　登録

和木町防災情報メール利用者登録

和木町防災情報メールへの登録が
完了致しました。

登録完了です。
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西條奈加 著
堂場瞬一 著
恩田陸 著
倉知淳 著
水庭れん 著
三本雅彦 著
朝比奈秋 著
金原ひとみ 著
小池真理子 著
あさのあつこ 著

山本悦子 作、平澤朋子 絵
やぎたみこ 作

今井恭子 作、佐竹美保 絵
田中友佳子 作・絵

シビル・ドラクロワ 作、石津ちひろ 訳
いとうひろし 作・絵

ジョーダン・スコット 文
シドニー・スミス 絵、原田勝 訳

アーノルド・ローベル 作、こみやゆう 訳

みやにしたつや 作・絵
麻生知子 作

＜CD＞
☆ ひみつスタジオ ／ スピッツ
☆ Ｂａｌｃｏｎｙ ／ Ｐｅｎｔｈｏｕｓｅ
☆ ＳＣＥＮＥ ／ Ｄａ－ｉＣＥ
☆ Ｈｅａｔ Ｗａｖｅ ／ Ｓｕｐｅｒｆｌｙ
☆ ｉ ＤＯ ＭＥ ／ Ｓｎｏｗ Ｍａｎ
☆ ＴＲＡＶＥＳＩＡ ／ 坂本龍一

＜一般書＞
『隠居おてだま』
『デモクラシー』
『鈍色幻視行』
『恋する殺人者』
『うるうの朝顔』
『運び屋円十郎』
『あなたの燃える左手で』
『腹を空かせた勇者ども』
『日暮れのあと』
『光のしるべ　えにし屋春秋』

＜児童書・絵本＞
『いつかの約束１９４５』
『ほげちゃんとおばけ』
『彗星とさいごの竜』
『ぽんぽこ あめふり』
『おばあちゃんちの ふしぎなまど』

『クグが拾った物語』
『おばあちゃんのにわ』

『やまをうごかしたミン・ローさん』

『はらぺこおおかみのデコとボコ』

『なつやすみ』

日 月 火 水 木 金 土

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

1
2 5 63 4 87
9 12 1310 11 1514
16 19 2017 18 2221

26 2725 28 29

７月の休館日 　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

●図書館の資料の検索・予約・貸出本の延長がご家庭のパソコン・
　スマートフォンからできます。
・右上のＨＰアドレスにアクセスしてください。
・予約、延長にはパスワードが必要です。まずは、
　図書館窓口で申請してください。

●ご来館の皆さまへのお願い
※資料の無断持ち出し、切り取り、書き込み等は絶対にしないで
　ください。
　資料は、返却期間内に必ずお返しください。

日時
　７月１５日（土）
　１０時３０分～１１時
場所
　おはなしの部屋

おはなし会サークル
　　　　　『ゆびとま』

☆７月のおはなし会☆～子どもたちに読み聞かせをしてみませんか？～

23
30
24
31
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544

☆ 第１回
　 社会教育委員会議

☆ ちょこっとよりみち『チョコの会』
 　絶賛開催中 !!

　６月２６日、本年度の第１回
社会教育委員会議が開催され
ました。各主管より年間計画
の説明等がされると同時に、
活動方針等の確認を行いました。
　今年は和木町町制施行５０周年の年、新型コロナウイル
スも５類に移行したことから、様々な事業が企画されてい
ます。以前のような活気ある和木町になることを望んでい
ます。

町ぐるみ「和木学園」講座　
和木学農園

☆ 「わきあいキッズ　
　　  ～スポーツ少年団への体験入部～」

　毎月第２木曜日はチョコの
会。文化会館１階「集会室」
にて実施中。リピーターさん
もいらっしゃるなど、よいス
タートを切っています。
　子育てについて、不安なこ
と、人には相談できない悩み
をお持ちの方は、「はっちー
ず」のみなさんとおしゃべり
しに来ませんか？世間話だけ
でも構いません。
　ぜひ一度お越しください。

　５月下旬から「わきあいキッ
ズ」の「スポーツ少年団への
体験入部」が行われました。
　スポーツ少年団の団員数は
減少傾向にありますが、子ど
もたちは各競技に楽しくチャ
レンジしました。

　今年度第３回の講座を６月１８日に実施しました。玉
ねぎの収穫等は有志で終わっていましたので、今回は
サツマイモの苗とにんじんの種植えをしました。
　前日収穫した玉ねぎが前年より大きくないものもあ
り、改めて自然の難しさを感じていますが、以前に植
えた他の作物は順調に育っており、今年もどのような
姿になっていくのか楽しみでもあり不安でもあります。
みんなで自然の神秘を味わいながら、これからも大切
に野菜を育てていきたいものです。
　第４回の講座は７月２３日（日）です。暑くなって
きたので、涼しい前半に実技、後半は集会所内での座
学になります。

サッカー（５／２３，６／６）

野球　（５／２５，６／１２） ソフト（５／２６，６／９）

ミニバス（６／２２，６／２９） 剣道（６／２３，６／３０）

議　長　嶋谷  保則
副議長　松本  康夫
委　員　佐伯  公夫　　岸本  徳久
　　　　河口  龍裕　　村上  邦明
　　　　亀谷  秀雄　　吉川  健治
　　　　坂田  直美　　藤本  亮恵
　　　　山瀧  芳久　　龍永  亮彦
　　　　坪内  拓也 会場入口です

し
っ
か
り
と
畝
を

作
っ
て
、
サ
ツ
マ

イ
モ
の
苗
を
植
え

ま
し
た
。

間
隔
を
取
り
な
が
ら
、

に
ん
じ
ん
の
種
を
植
え

て
い
き
ま
す
。
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● 地域子育て支援センター
日時　毎週火・金曜日　９時３０分～１２時
　　　※園行事等で開催しない日もあります。
　　　　ご確認ください。
場所・問
　　　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園
　　　　　　（☎52－27 0 7）

● 子育てサロン「たんぽぽ」
日時　７月１９日（水）　１０時～１１時３０分
場所　 和木２丁目第３集会所（山の手集会所）
参加費　１家族１００円
問　和木町社会福祉協議会（☎52－８６４４）

妊産婦サロン
　妊娠中、産後、子育て中の方の相談会を行ってい
ます。お気軽にご利用ください。
日時　７月２６日（水）９時～１２時のうち１時間程度
内容　助産師による個別相談
　　　　妊娠中・産後の体調管理、
　　　　赤ちゃんのお世話、
　　　　授乳相談、離乳食相談等
講師　助産師　毛利　弘美  先生
場所・問　保健相談センター  （☎５２－７２９０）
　　※事前に申込みが必要です。

麻しん風しんワクチンを受けましょう

すくすくフェスタ in わき

　麻しんや風しんは感染力が強く、空気感染もする
感染症です。手洗い、マスクのみでは予防できない
ため、ワクチン接種が有効です。
定期接種（無料）対象者
・１期：１歳～２歳の誕生日の前日まで
・２期：小学校就学前の１年間（年長児）
問　保健相談センター（☎52－72 9 0）

　６月３日、保健相談センターで開催されました。
約１００組の親子が来場
し、町内の子育て支援に係
る団体によるバルーンアー
トやサイコロゲーム、手形
をとろう等のブースを楽し
んでいました。多くの方で
賑わいました。

面接相談
　臨床心理士・公認心理師による個別相談をおこなっ
ています。ご自身やご家族の悩みなど、お気軽にご
利用ください。
日時　７月２５日（火）
　　　１４時～１６時のうち
　　　１時間程度
相談員　臨床心理士・公認心理師
　　　　　玉田　和子　先生
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　※事前に申込みが必要です。

　未就園児の身体計測をおこ
なっています。保健師、栄養士
による個別相談もできます。お
気軽にご利用ください。
日時　７月１３日（木）
　　　１０時～１１時３０分受付
対象　新生児、乳児、幼児
内容　身長、体重測定、その他、保健、栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前申し込み不要

すくすく計測相談会
　親子のコミュニケーションのための場所を提供して
います。いずれも事前申し込みは不要です。詳細は、
開催場所にお問合せください。

子育て支援事業

地域とつながる  「和木町」 

すくすく手帳
by  母子モ

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定 （住所：岩国市三笠町 1-1-1）

いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

ストレス相談
ひきこもり家族の会

９：00～11：00
☎ 29－1523

☎ 29－1519

☎ 29－1525

13：00～16：00

10：00～11：00

13：30～15：30
13：30～16：00

医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。
７月２５日（火）※毎月第４火曜日
７月１１日（火）※毎月第２火曜日

７月１１日（火）
　　２５日（火）※第２・第４火曜日

７月１９日（水）※毎月第３水曜日
７月２６日（水）※毎月第４水曜日

骨髄バンク登録

肝炎検査

エイズ検査

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 電話番号 母子手帳アプリ
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転入された方、初回接
種を未接種の方等で接
種を希望される方は、
保健相談センターへお
問い合わせください。

令和５年  新型コロナワクチン春開始接種のお知らせ
〔実施期間：８月３１日まで〕

対象者　初回接種を完了し、前回接種
から３か月以上経過した下記の者。
　ア　６５歳以上の高齢者
　イ　５歳以上６４歳以下の基礎疾患を
　　　有する方、医療従事者等
ワクチン　オミクロン株対応２価ワクチンを１回接種。 
　※自己負担なし。
接種場所　木村医院・中村クリニック
予約方法　完全予約制
持参品　接種券一体型予診票（白色）、健康保険証、お薬手帳
　※未使用の接種券（ピンク色、うす緑色、クリーム色）は
使用できません。

接種券発送
対象者ア→混雑を防ぐため、前回接種日順に送付します。
対象者イ→接種を希望する方は保健相談センター窓口へ接種
券の発行申請が必要です。（町ホームページから申請書を
ダウンロードし、郵送申請も可能。）申請受付後、白色の
接種券を発行します。  ※発行までに数日かかります。ご了
承ください。

問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

からだ応援ページ

　「和木町健康マイレージ」とは、町民の皆様の健康づくりを
応援する取組です。一定のマイレージ（ポイント）を貯めると、
特典カードを受け取ることができます。また、抽選で景品が
当たるプレゼントに応募できます。応募は 1人 1回です。
実施期間　７月３日（月）～１１月３０日（木）
対象者　１８歳以上の和木町民（在勤、在学を含む）
内容　健康づくりの実践の確認特典カードの進呈
参加方法
健康づくり事業に参加してポイントをためます。チャレンジ
シートは保健相談センター、和木町役場（保健福祉課）、和木
町商工会に設置しています。
問　保健相談センター　（☎５２－７２９０）

和木町健康マイレージ

献血バスがやってきます！！
献血は、患者さんの命を守る愛の活動です。
多くの皆様のご協力をお待ちしています。
日時　８月４日（金）
　　　　１０時～１２時
　　　　１３時～１５時３０分
場所　体育センター
　　　※会場変更しています。
　　　　ご注意ください。
問　保健相談センター
　　（☎52-7290）

　岩国健康福祉センターでは、不妊・不育で悩
んでいらっしゃるご夫婦等の相談
をお受けするため、「不妊専門相
談会」を開催します。
日時　８月４日（金）
　　　１６時～１８時
相談担当医　
徳山中央病院産婦人科　医師 山縣芳明 先生
山口大学医学部付属病院泌尿器科
　　　　　　　　　　　医師 白石晃司 先生
費用　無料
受付方法　７月２８日（金）までに下記連絡先
　　　　　に電話にて予約
場所・問　岩国健康福祉センター
　　　　　　　　　　（岩国市三笠町 1-1-1）
　　　　　健康増進課　地域保健班　
　　　　　　　　　　（☎２９－１５２３）

第１回　不妊専門相談会のお知らせ

フルーツ
  みるく豆腐
フルーツ
  みるく豆腐

（材料４人分）
絹豆腐……………100ｇ
牛乳………………100ml
砂糖……………大さじ３
みかん（缶）…………80ｇ
キウイフルーツ……１個

●作り方
①下準備
絹豆腐…ざるにあげ、水気を切っておく。
１㎝各程度に切る。
みかん…豆腐の大きさに合わせて切る。
キウイフルーツ…いちょう切り。
②材料をあわせる
ボウルに牛乳と砂糖を入れて、混ぜ合わせる。
①の材料を入れ、合わせる。器に盛りつける。

たんぱく質、カルシウムがとれます。果物は、お好みのもので
楽しんでみてください。　(和木町食生活改善推進協議会２班)

※新型コロナウイルス感染症の流行状況により、開
催を中止する場合があります。発熱やせき等の症
状があり、体調のすぐれない方は、事前に問合せ
先までご連絡ください。

総合健診の結果について総合健診の結果について

８月上旬 
　　に発送します。

総合健診の結果について総合健診の結果について
６月１３日～６月２２日に実施
しました和木町健診・がん検診
の結果は、

※今年度は、結果説明会は
　開催しません。
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令
和
5
年
度
国
民
健
康
保
険
料

普
通
徴
収
開
始

令和５年度令和５年度

国民健康保険料率等について国民健康保険料率等について

　
和
木
町
国
民
健
康
保
険
料
（
国
保
料
）
の

普
通
徴
収
を
7
月
か
ら
始
め
ま
す
。

　
普
通
徴
収
は
、
年
金
か
ら
国
保
料
を
天
引

き
し
納
付
す
る
方
法
（
特
別
徴
収
）
と
違
い
、

自
分
で
直
接
納
付
す
る
か
、
金
融
機
関
の
口

座
振
替
で
支
払
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
納
付
書
は
、
7
月
中
旬
頃
に
発
送
す
る
予

定
で
す
。

　
国
保
料
は
、
1
年
間
分
（
12
ヶ
月
分
）
を

9
回
に
割
り
、
9
カ
月
間
（
9
期
）
で
納
め

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
の
各
9
期
の
納
入
期
限
は
、

①
令
和
5
年
7
月
31
日
㈪

②
令
和
5
年
8
月
31
日
㈭

③
令
和
5
年
10
月
2
日
㈪

④
令
和
5
年
10
月
31
日
㈫

⑤
令
和
5
年
11
月
30
日
㈭

⑥
令
和
5
年
12
月
25
日
㈪

⑦
令
和
6
年
1
月
31
日
㈬

⑧
令
和
6
年
2
月
29
日
㈭

⑨
令
和
6
年
4
月
1
日
㈪

　
以
上
の
9
回
で
す
の
で
納
付
忘
れ
や
納
付

も
れ
が
無
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
納
付
も
れ
が
続
く
と
、
被
保
険
者
証
を
返

し
て
い
た
だ
き
、
お
渡
し
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
保
料
も
他
の
税
金
と
同
様
、
滞

納
が
発
生
す
る
と
、
差
押
等
の
滞
納
処
分
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
納
期
限
前
に
は
、
口
座
の
残
高
の
確
認
等

を
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

国保料の計算方法について
　○４０歳未満の方・・・・国保料＝医療分+支援金分
　○４０歳～６４歳の方・・国保料＝医療分+支援金分+介護分
　○６５歳以上の方・・・・国保料＝医療分+支援金分

 世帯主が国保加入者でなくても、世帯
に国保加入者がいれば、保険料を納め
るのは世帯主（擬制世帯主）となります。

　軽減判定所得は、４月１日現在の国保加入者全員の総所得金額です。ただし、擬制世帯主（世帯主が他の社
会保険等）の所得を含めます。世帯全員の所得の申告がないと軽減措置はできませんのでご注意ください。
※詳しくは町ホームページをご覧ください。

令和 4年度から子ども（未就学児）の国民健康保険料が減額されます
　子育て世帯の経済的負担軽減を図るため、国民健康保険に加入している子ども（未就学児）の均等割額の一
部を減額します。令和４年度分の国民健康保険料から適用となります。
軽減の対象者
・国民健康保険に加入する未就学児（満６歳に達する日以後最初の３月３１日以前である被保険者）
軽減の内容
　国民健康保険に加入する未就学児の均等割額を５割減額します。一定の所得以下の世帯における均等割額の
軽減が適用される世帯に属する未就学児の均等割額については、当該軽減後の均等割額をさらに５割減額する
こととなります。例えば、均等割額の７割が軽減される世帯については、残りの３割について、５割を減額す
ることとなります（合計で８．５割の軽減）。なお、未就学児の軽減を受けるための申請は不要です。
問　保健福祉課（☎５２－２１９５）・税務課（☎５２－２１９３）

世帯の前年中の合計所得金額が下記の基準額を超えない場合、均等割、平等割の金額が軽減されます。
（令和５年度の減額基準）

軽減割合
７　割
５　割
２　割

軽 　 減 　 対 　 象 　 世 　 帯
４３万円＋１０万円×（給与所得者等の数－１）
４３万円＋２９万円×被保険者数等＋１０万円×（給与所得者等の数－１）
４３万円＋５３．５万円×被保険者数等＋１０万円×（給与所得者等の数－１）

保険料の軽減

保険料を納めるのは世帯主

料　　　率 医療分 後期高齢者支援金分 介護分
所得割率（％）
均等割額（円）
平等割額（円）

５．１％ ２．７％ ２．７％
２２，０００円
１５，４００円

１１，７００円
８，４００円

１２，６００円
６，１００円
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乳
幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
・

こ
ど
も
安
心
医
療
費
助
成
制

度
更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

を
郵
送
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の

申
請
に
つ
い
て

　
9
月
以
降
に
申
請
の
場
合
は
、
有
効
期
間

が
申
請
月
の
初
日
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
遅
く
と
も
8
月
末
ま
で

に
は
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
重
点
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

◎
こ
ど
も
安
心
医
療
（
町
制
度
）

【
対
象
者
】
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

3
月
31
日
ま
で
の
児
童
・
生
徒

【
要　

件
】
他
の
福
祉
医
療
制
度
（
重
度
心

身
障
害
者
・
乳
幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
）

に
該
当
し
な
い
児
童
・
生
徒

※
町
民
税
の
所
得
制
限
に
つ
い
て
、
年
少

扶
養
控
除
等
廃
止
の
影
響
が
生
じ
な
い

よ
う
、
扶
養
控
除
が
あ
っ
た
も
の
と
し

て
再
計
算
し
た
額
で
判
断
し
ま
す
。

更
新
申
請
が
必
要
な
方

・
こ
ど
も
安
心
医
療
↓
乳
幼
児
へ
変
更
の

あ
る
方

・
乳
幼
児
↓
こ
ど
も
安
心
医
療
へ
変
更
の

あ
る
方

・
ひ
と
り
親
家
庭

※
申
請
が
必
要
な
方
に
は
事
前
に
申
請
書

を
送
付
い
た
し
ま
す
。

※
右
記
以
外
の
方
は
、
自
動
更
新
さ
れ
ま

す
（
申
請
不
要
）。
対
象
者
に
は
7
月
下

旬
に
受
給
者
証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

申
請
の
受
付
は
、
7
月
10
日
㈪
か
ら
保

健
福
祉
課
窓
口
に
て
行
い
ま
す
。

持
参
物　

申
請
書
、
助
成
制
度
の
対
象
と
な

る
方
の
保
険
証
、
本
人
及
び
保
護
者
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

　

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健

福
祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

8
月
以
降
に
ご
使
用
い
た
だ
く
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
を
、今
月
下
旬
に
郵
送（
特

定
記
録
）
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

月
末
ま
で
に
届
い
て
い
な
い
場
合
や
、
そ

の
他
ご
不
明
な
点
は
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
を
滞
納
さ
れ
て
い
る
世
帯

の
方
に
は
、
お
送
り
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

た
め
、
お
早
目
の
納
付
、
納
付
相
談
を
お
願

い
し
ま
す
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

こ
の
制
度
は
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方
の
医

療
費
の
個
人
負
担
分
を
公
費
で
負
担
す
る
制

度
で
、
申
請
に
よ
り
助
成
さ
れ
ま
す
。

◎
乳
幼
児
（
県
制
度
）

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
児
童

【
要　

件
】
父
母
の
町
民
税
所
得
割
の
課
税

額
が
合
算
額
で
1
3
6
，
7
0
0
円
以
下
※

◎
ひ
と
り
親
家
庭
（
県
制
度
）

【
対
象
者
】
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

3
月
31
日
ま
で
（
高
等
学
校
卒
業
の
年
次
ま

で
）
の
者
と
そ
の
父
ま
た
は
母

【
要　

件
】
町
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
（
同

居
の
祖
父
母
等
の
課
税
額
も
対
象
と
な
り
、

住
民
票
上
の
世
帯
が
別
で
も
実
態
が
同
居
の

場
合
は
同
一
世
帯
と
み
な
し
ま
す
）※

　

令
和
5
年
度
分
の
免
除
等
の
受
付
は
7
月

1
日
㈯
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
令
和
5
年
7

月
分
か
ら
令
和
6
年
6
月
分
ま
で
の
保
険
料

が
対
象
で
す
。
申
請
者
本
人
、
配
偶
者
お
よ

び
世
帯
主
の
令
和
4
年
中
の
所
得
を
基
に
審

査
を
行
い
ま
す
。
退
職
（
失
業
）
の
場
合
は
、

「
特
例
免
除
制
度
」
が
あ
り
、
退
職
し
た
方

の
所
得
の
状
況
を
除
外
し
て
審
査
が
行
わ
れ

ま
す
（
離
職
票
の
写
し
の
添
付
が
必
要
で

す
。）。

　

保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
2
年
を
経
過
し

て
い
な
い
期
間
に
つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

免
除
等
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

免
除
等
の
申
請
が
遅
れ
る
と
、
万
一
、
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た

際
に
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
免
除
等
の
申
請
は

す
み
や
か
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
学
生
の
方
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
岩
国
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相
談
や
お

手
続
き
に
つ
い
て
、
予
約
受
付
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

の
を
お
手
元
に
、
予
約
受
付
専
用
電
話

（
☎
0
5
7
0
ー
0
5
ー
4
8
9
0
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
日
本
年
金
機
構
で
は
、
納
付
や
免
除
の
案

内
を
民
間
事
業
者
（
株
式
会
社
バ
ッ
ク
ス

グ
ル
ー
プ
）
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

問　

岩
国
年
金
事
務
所
（
☎
24
ー
2
2
2
2
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
や
家
計
急
変

の
あ
っ
た
世
帯
を
支
援
す
る
給
付
金
で
す
。

給
付
金
の
支
給
額　

1
世
帯
当
た
り
3
万
円

支
給
対
象
別
申
請
方
法

〇
令
和
5
年
6
月
1
日
時
点
で
和
木
町
の
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
全

員
の
令
和
5
年
度
「
住
民
税
均
等
割
が
非

課
税
」
の
世
帯

　

和
木
町
か
ら
送
付
し
て
い
る
「
確
認
書
」

に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。対
象
者
に
は
6
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

○
令
和
5
年
1
月
2
日
以
降
に
「
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
」の
世
帯
に
転
入
し
た「
住

民
税
均
等
割
が
非
課
税
」
の
方
が
い
る
世

帯
ま
た
は
転
入
し
た
世
帯
員
全
員
が
「
住

民
税
均
等
割
が
非
課
税
」
の
世
帯

　

保
健
福
祉
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
令
和
5
年
1
月
か
ら
9
月
ま
で
に
、
予
期

せ
ず
家
計
が
急
変
し
た
こ
と
で
収
入
が
減

少
し
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
世
帯

相
当
と
な
っ
た
世
帯
（
家
計
急
変
世
帯
）

　

保
健
福
祉
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
方
法　

町
が
提
出
書
類
を
受
付
後
、
お

お
む
ね
3
週
間
後
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込

み
ま
す

申
請
期
限　

10
月
31
日
㈫

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

受
給
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
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行
政
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

消
費
生
活
相
談

町
民
相
談

特
設
人
権
相
談
所

ち
ょ
こ
っ
と
よ
り
み
ち『
チ
ョ
コ
の
会
』

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

金
融
相
談
会
及
び
事
業
承
継
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
相
談
会「
一
日
公
庫
」

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
食
堂
「
わ
き
っ
ち
ん
」

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
、
ひ
と
り
親
の

方
、
高
齢
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た
め
、
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

日
時 

7
月
18
日
㈫  

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所 

文
化
会
館　

２
階
商
工
指
導
室

※
前
日
の
正
午
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
岩
国
支
店
国
民
生
活

事
業
は
、
小
規
模
事
業
者
や
中
小
企
業
向
け

に
金
融
相
談
会
及
び
事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
相
談
を
ご

希
望
の
方
は
、
各
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、

ま
た
は
日
本
政
策
金
融
公
庫
岩
国
支
店
担
当

ま
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

7
月
3
日
㈪　

岩
国
西
商
工
会

（
周
東
本
所
・
玖
珂
支
所
）

7
月
4
日
㈫　

岩
国
西
商
工
会（
由
宇
支
所
）

7
月
5
日
㈬　

和
木
町
商
工
会

7
月
6
日
㈭　

周
防
大
島
町
商
工
会

7
月
7
日
㈮　

岩
国
商
工
会
議
所

7
月
10
日
㈪　

や
ま
し
ろ
商
工
会

7
月
11
日
㈫　

大
竹
商
工
会
議
所

7
月
12
日
㈬　

大
畠
商
工
会

8
月
3
日
㈭　

柳
井
商
工
会
議
所

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

問 

日
本
政
策
金
融
公
庫
岩
国
支
店

（
☎
0
5
7
0
ー
0
8
2
7
2
7
）

　　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
が
い

を
持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的
な

自
立
を
促
し
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
図

る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時 

7
月
12
日
㈬　

15
時
〜
15
時
30
分

場
所 

総
合
福
祉
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

問 

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　

は
っ
ち
ー
ず
は
、
学
校
や
家
庭
の
中
で
疑
問
や

不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を
か
た
む
け
ま

す
。
丁
寧
に
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
会
館
で
メ
ン
バ
ー
の
方
と
お

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時 

7
月
13
日
㈭　

9
時
〜
10
時
30
分

場
所 

文
化
会
館
1
階
集
会
室

問 

教
育
委
員
会
事
務
局（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　
日
時 

7
月
15
日
㈯ 

受
付 

11
時
30
分
〜
12
時

場
所 

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費 

こ
ど
も
：
無
料

　
　
　

 

保
護
者
：
3
0
0
円

申
込
方
法 

先
着
15
名

※
当
日
の
受
付
も
可
能
で
す
が
、
準
備
の
た

め
、
12
日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
1
3
6
ー
8
9
5
7
）

各
種
お
知
ら
せ

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時 

毎
週
水
・
金
曜
日　
8
時
30
分
〜
16
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

主
催 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　

 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　

 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　

 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時 

7
月
21
日
㈮　

9
時
〜
12
時

場
所 
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

日
時 

7
月
4
日
㈫　

9
時
30
分
〜
12
時

場
所 

和
木
町
文
化
会
館
講
習
室

相
談
内
容

・
差
別
や
暴
行
、
虐
待
を
受
け
た

・
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た

・
い
じ
め
、
体
罰
を
受
け
た

・
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
さ
れ
た

な
ど
、
人
権
問
題
全
般
に
つ
い
て

相
談
員 

人
権
擁
護
委
員

問 

山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
☎
43
ー
1
1
2
5
）

　

 

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

7
月
21
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

7
月
4
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

　
　

 

9
時
〜
17
時

　
　
　

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所 

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員 

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問 

役
場
議
会
棟
相
談
室（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時 

7
月
27
日
㈭　

9
時
〜
12
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
階
健
康
相
談
室

問 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　

 

岩
国
市
役
所
前
事
務
所（

☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
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今
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日

交
付
・
申
請
サ
ポ
ー
ト
実
施
日

今
月
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込

支
援
休
日
窓
口
開
設
日

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金

（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
）

和
木
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高

騰
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
町
民

と
事
業
者
へ
の
支
援
及
び
消
費
喚
起
に
よ
る

町
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
を
発
売
し
ま
す
。

販
売
期
間 

8
月
10
日
㈭
〜
10
月
31
日
㈫

対
象
者 

6
月
末
現
在
、
和
木
町
に
住
民
登

録
の
あ
る
方
。

　

7
月
下
旬
頃
に
役
場
か
ら
対
象
者
に
購
入

引
換
券
を
郵
送
し
ま
す
。

販
売
料
金 

1
セ
ッ
ト
（
1
，0
0
0
円
×
10

枚
＝
1
0
，
0
0
0
円
）
を
5
，
0
0
0
円

で
販
売
。

1
人
に
つ
き
1
セ
ッ
ト
の
み
の
販
売
と
な
り

ま
す
。

購
入
方
法 

対
象
者
に
配
布
す
る
購
入
引
換

券
と
引
き
換
え
で
販
売
し
ま
す
。

販
売
場
所 

①
8
月
10
日
㈭
〜
8
月
17
日
㈭

和
木
町
文
化
会
館
1
階　

特
設
会
場

　
　
　
　

②
8
月
18
日
㈮
〜
10
月
31
日
㈫

和
木
町
文
化
会
館
2
階　

和
木
町
商
工
会

販
売
時
間 

9
時
〜
16
時
30
分

※
土
日
祝
祭
日
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
商
品
券
の
販
売
は
、
先
着
順
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
販
売
開
始
直
後
の
購
入
の
集
中
を
避
け
る
た

め
、
商
品
券
の
ご
購
入
の
際
は
、
販
売
期
間

内
に
余
裕
を
も
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
有
効
期
限

令
和
6
年
1
月
31
日
㈬
ま
で

〇
商
品
券
全
般
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

和
木
町
商
工
会
（
☎
53
ー
2
0
6
6
）

〇
購
入
引
換
券
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

　　

食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
特
に

受
け
て
損
害
を
受
け
た
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
）
へ
の
経
済

支
援
と
し
て
、
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

対
象　

〇
令
和
4
年
度
に
実
施
し
た
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
を
受
給
し
た
方
。

※
既
に
5
月
31
日
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

〇
3
月
31
日
時
点
で
18
歳
未
満
の
児
童
（
障

害
児
の
場
合
は
20
歳
未
満
）
を
養
育
し
て

い
る
父
母
な
ど
で
、
令
和
5
年
1
月
1
日

以
降
の
収
入
が
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
と
同
じ
水
準
に
な
っ
て
い
る
方
。

※
申
請
が
必
要
で
す
。

支
給
額 

5
万
円
/
児
童
1
名

申
請
期
間 

令
和
6
年
2
月
29
日
㈭
ま
で

ひ
と
り
親
世
帯
に
つ
い
て

　

ひ
と
り
親
世
帯
の
う
ち
、
児
童
扶
養
手
当

認
定
者
（
令
和
5
年
3
月
分
の
支
給
を
受
け

て
い
る
方
）
に
は
、
県
か
ら
同
様
の
給
付
金

が
5
月
17
日
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、

児
童
扶
養
手
当
認
定
者
以
外
で
、
収
入
ま
た

は
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
と
同
じ
水

準
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
支
給
対
象
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

実
施
日 

7
月
23
日
㈰

実
施
時
間 

9
時
〜
12
時

実
施
場
所 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課

持
参
す
る
も
の

《
申
請
サ
ポ
ー
ト
》

通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
申
請
書

・
申
請
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
作
成
し
ま

す
の
で
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

・
郵
送
で
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
写
真

撮
影
い
た
し
ま
す
。

《
カ
ー
ド
交
付
》

　

受
け
取
り
案
内
の
ハ
ガ
キ
、通
知
カ
ー
ド
、

本
人
確
認
書
類
※

※
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認

書
類
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
保
険
証
+

年
金
手
帳
、
保
険
証
+
福
祉
医
療
受
給
者

証
な
ど
本
人
確
認
書
類
が
2
点
必
要
で
す
。

☆
毎
月
第
1
・
第
3
木
曜
日（
役
場
開
庁
日
）

は
19
時
ま
で
カ
ー
ド
交
付
・
申
請
サ
ポ
ー

ト
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
あ

わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

日
時 

7
月
23
日
㈰　

9
時
〜
12
時

場
所 

役
場
1
階
特
設
会
場

持
参
品

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

〇
数
字
4
ケ
タ
の
パ
ス
ワ
ー
ド（
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
証
明
用
パ
ス
ワ
ー
ド
）

〇
ポ
イ
ン
ト
受
取
に
使
用
す
る
決
済
サ
ー
ビ

ス
の
決
済
I
D
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド

問 

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補
助
金

　

町
で
は
、
犯
罪
へ
の
抑
止
力
の
向
上
や
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
購

入
・
設
置
前
に
必
要
書
類
を
企
画
総
務
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す

〇
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
用
い
る
町
内
の
住

宅
（
事
務
所
、
店
舗
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
用
途
を
兼
ね
る
家
屋
を
含
む
）
に
新

た
に
防
犯
を
目
的
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
方

※
ア
パ
ー
ト
、
借
家
は
除
き
ま
す
。

〇
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
及
び
画
像
デ
ー
タ
保
存
装
置
等

〇
防
犯
カ
メ
ラ
用
ケ
ー
ブ
ル
の
設
置
工
事
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
費
（
既
存
設
備
の

撤
去
、
移
設
に
要
す
る
経
費
は
除
く
）

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
表
示
に
か
か
る
費
用

〇
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
必
要
な
経
費

※
画
像
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
た
め
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
に
か

か
る
費
用
は
除
き
ま
す
。

補
助
金
の
額

〇
補
助
対
象
経
費
の
1
／
2
の
額
（
千
円
未

満
の
端
数
切
捨
て
）
で
、
1
住
宅
に
つ
き
5

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

必
要
書
類

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、企
画
総
務
課
で
配
布
も
し
て
い
ま
す
。

申
・
問 

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）
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第
10
回 

キ
ッ
ズ
芸
能
祭

　　
　

子
ど
も
た
ち
が
日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
文

化
活
動
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
発
表
を
行
う

「
キ
ッ
ズ
芸
能
祭
」
を
4
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
自
分
た
ち
の
成
果
を
披
露
す

る
機
会
が
減
っ
て
い
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り

の
キ
ッ
ズ
芸
能
祭
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
す
る
こ
と
を
楽
し
み

に
、
子
ど
も
た
ち
は
日
々
練
習
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
、お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

日
時 

7
月
22
日
㈯　

13
時
30
分
開
演

場
所 

文
化
会
館

内
容 
ダ
ン
ス
、
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
和
太

鼓
な
ど

入
場
料 
無
料

※
当
日
は
和
木
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駐

車
場
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

問 

和
木
町
文
化
協
会
（
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
52
ー
2
1
9
1
）

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
誰
で
も
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
和

木
町
の
魅
力
を
知
り
、
地
域
を
活
性
化
す
る

た
め
盆
踊
り
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時 

8
月
11
日
（
金
・
祝
）※
雨
天
中
止

場
所 

和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド　

問 

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

こ
れ
に
先
立
ち
練
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時 

毎
週
水
曜
日 

13
時
〜
15
時

　
　
　
　
　
　

 　

 

15
時
30
分
〜
17
時
30
分

　
　

 

毎
週
土
曜
日 

13
時
〜
15
時

　
　
　
　
　
　

 　

 

19
時
〜
21
時

場
所 

体
育
セ
ン
タ
ー

　

曲
は
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
昔
懐
か
し
い

和
木
音
頭
や
蜂
ヶ
峯
音
頭
な
ど
で
す
。
初
め

て
の
方
も
や
さ
し
く
お
教
え
し
ま
す
。
み
ん

な
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
!!

問 

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

和
木
町
盆
踊
り
大
会

町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業

和木町盆踊り大会

当日お子様全員にお菓子をプレゼント！

子ども向け
練習会実施

毎週水曜日　15時30分から

集合場所 和木町体育センター

毎週水曜日わきあいキッズの時間に
実施します。
ご自由にご参加ください！

※荒天中止　当日天候により変更もあります。
※各自水筒・タオルなどをご持参ください。

日　　時

企画総務課（☎52-2135）お問い合せ

　町制５０周年を記念して、ロゴマーク入りのオリジナルポロシャツを限定１００枚のみ販売します。
カラーは、ホワイト・ブラック・パープル・ピンク・グリーンの５色でそれぞれＳ・Ｍ・Ｌの３サイズ
があります。通気性や速乾性もよく、汗をかいても涼しい着心地で動きやすさも抜群のポロシャツです。
気になるデザインは、背中に５０周年のロゴマークが入ったさりげなくアピールできるシンプルな
ものとなっています。

和木町町制施行５０周年記念ポロシャツ販売のお知らせ

●枚数
　　限定１００枚
●価格
　　２，０００円
●販売場所
　　企画総務課（役場２階）

問　企画総務課（☎５２－２１３６）
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

消
防
吏
員
募
集

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
職
員

募
集
（
夏
休
み
期
間
）

令
和
５
年
度
海
の
事
故

ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

広
島
広
域
都
市
圏

ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

令
和
５
年
度
就
学
義
務
猶
予
免

除
者
等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

「
夏
の
花
観
賞
と
瀬
戸
内
の
ハ
ワ
イ
」

日
時 

8
月
11
日（
金
・
祝
）8
時
20
分
〜
17
時

集
合
場
所 

広
島
駅
2
階
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
中
央
サ
ー
ク
ル

内
容 

や
ま
ぐ
ち
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
（
花
の

観
賞
）、
竜
崎
温
泉
（
昼
食
（
※
入
浴
は
な

し
））、
星
野
哲
郎
記
念
館
、
道
の
駅
サ
ザ
ン

セ
ト
と
う
わ
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）

旅
行
代
金 

7
，
0
0
0
円
／
1
名
（
昼
食

代
込
み
）

募
集
定
員 

30
名
（
最
少
催
行
人
員
15
名
、

定
員
に
達
し
次
第
募
集
終
了
）

主
催 

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

旅
行
企
画
・
実
施 

広
交
観
光
株
式
会
社

申
・
問 

広
交
観
光
株
式
会
社

（
☎
0
8
2
ー
2
3
8
ー
4
9
3
0
）

　　

こ
の
試
験
は
、
病
気
な
ど
、
や
む
を
得
な

い
事
由
に
よ
り
、
就
学
義
務
を
猶
予
又
は
免

除
さ
れ
た
方
等
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め

に
国
が
行
う
も
の
で
、
合
格
者
に
は
高
等
学

校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

試
験
期
日 

10
月
19
日
㈭

試
験
場
所 

山
口
県
庁
（
山
口
市
滝
町
1
番
1
号
）

試
験
科
目 

国
語　

社
会　

数
学　

理
科　

外
国
語
（
英
語
）

願
書
の
受
付
期
間

7
月
3
日
㈪
〜
9
月
1
日
㈮

問 

山
口
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
地
域
支
援
・

人
事
班
（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
4
5
9
5
）

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
「
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願

い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
一
斉
に
海
の
事

故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

期
間　

7
月
16
日
㈰
〜
7
月
31
日
㈪

ポ
イ
ン
ト

〇
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

〇
ス
マ
ホ
な
ど
の
連
絡
手
段
の
確
保

〇
１
１
８
番
緊
急
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
の
有
効
活
用

〇
家
族
等
へ
帰
港
・
帰
宅
予
定
時
間
を
伝
え
る

問 

岩
国
海
上
保
安
署
（
☎
21
ー
6
1
1
8
）

勤
務
期
間 
7
月
21
日
㈮
〜
8
月
31
日
㈭

（
8
月
14
日
㈪
〜
16
日
㈬
を
除
く
）
の
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
の
平
日
8
時
〜
18
時
ま
で

勤
務
時
間 

8
時
〜
18
時
ま
で
の
シ
フ
ト
制

報
酬

資
格
を
有
す
る
方

教
員
免
許
等　
　
　
　
　
　

1
，
0
8
0
円

幼
稚
園
免
許
又
は
保
育
士　

1
，
0
5
0
円

資
格
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
9
0
円

応
募
方
法 

町
指
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
写
真
を
貼
付
け
、
教
育
委
員
会
事

務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
町
指
定
の
用

紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
印
刷
す
る

か
、
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
後
日
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
期
限 

7
月
14
日
㈮

問 

教
育
委
員
会
事
務
局（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

募
集
住
宅

・
坂
根
団
地
第
2
棟　

1
戸　

2
0
1
号

（
2
階
）
和
木
町
瀬
田
2
丁
目

・
坂
根
団
地
第
3
棟　

1
戸　

3
0
1
号

（
3
階
）
和
木
町
瀬
田
2
丁
目

構
造 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

3
階
建　

3
D
K

家
賃 

2
0
，
8
0
0
円
〜
4
0
，
8
0
0

円
（
共
益
費
別
）

駐
車
場 

1
台
／
戸

※
2
台
目
以
降
の
駐
車
場
は
、
入
居
者
が
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

⑴
現
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必
要

と
す
る
方
（
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
）

⑵
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
あ
る
方
（
2
名
以
上
で
入
居
さ

れ
る
方
）

⑶
入
居
し
よ
う
と
す
る
家
族
全
員
の
収
入
合

計
が
収
入
基
準
の
範
囲
内
に
あ
る
方

⑷
連
帯
保
証
人
が
お
ら
れ
る
方

⑸
現
在
、公
営
住
宅（
県
営
、市
区
町
村
営
等
）

に
入
居
し
て
い
な
い
方

⑹
入
居
を
希
望
す
る
家
族
全
員
が
地
方
税

（
料
を
含
む
）
に
滞
納
が
な
い
方

⑺
申
込
者
、
同
居
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
、
暴
力
団
員
で
な
い
方

申
込
受
付
期
間
等

⑴
申
込
受
付
期
間　

7
月
1
日
㈯
か
ら
随
時

（
役
場
閉
庁
日
を
除
く
。）

⑵
受
付
時
間　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

申
込
に
必
要
な
書
類
等

⑴
申
込
書　

役
場
都
市
建
設
課
（
3
階
）、

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

⑵
所
得
を
証
明
す
る
公
的
機
関
が
発
行
す
る

書
類
（
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明
等
）

⑶
地
方
税
（
料
を
含
む
）
の
滞
納
が
な
い
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
（
完
納
証
明
書
等
）

⑷
住
民
票
（
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
、
全
員

の
住
民
票
）

⑸
そ
の
他
、
町
が
提
出
を
求
め
る
書
類
（
障

害
者
手
帳
の
写
し
、
戸
籍
謄
本
な
ど
）

決
定
方
法 

申
込
が
あ
っ
た
場
合
、
先
着
順

で
入
居
を
決
定
し
ま
す
。

注
意
事
項 

ペ
ッ
ト
不
可

申
・
問 

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
7
）

受
験
資
格 

平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成
18

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

募
集
定
員 

３
名
程
度

一
次
試
験 

9
月
17
日
㈰　
9
時
〜
12
時
30
分

一
般
教
養
、
適
性
検
査

二
次
試
験 

10
月
下
旬

面
接
、
論
文
、
身
体
検
査
、
体
力
検
査

場
所 

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
講
堂

受
付
期
間 

7
月
3
日
㈪
〜
7
月
31
日
㈪（
消

印
有
効
）

採
用
予
定
日 

令
和
6
年
4
月
1
日

申
込
方
法 

消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出

張
所
な
ど
に
備
え
付
け
の
申
込
書
（
岩
国
地

区
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
岩
国

地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
へ
提
出

問 

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
☎
31
ー
0
1
9
3
）
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対　象 町内在住の小学３～６年生と、その保護者 町内在住の中学１～３年生

場　所 和木小学校　屋内運動場 和木中学校　体育館
定　員 ２０名 ２０名

お問合せ みらい株式会社　  Ma i l : c on t a c t _ spo r t s@go -m i r a i . j p

内　容 ２９日（土）：スポーツ×英語プログラム
３０日（日）：親子参加型・セミナー

グループワークやアクティビティを通して、
実践の英会話を学びます。

申込期限 令和５年７月２０日（木）１７時まで
※応募者が定員に達した場合は、早期に募集を締め切ることがあります。

申込方法

二次元コードを読み取り、
専用フォームに必要事項を
ご記入ください。

二次元コードを読み取り、
専用フォームに必要事項を
ご記入ください。

日　時
７月２９日（土）１４：００～１５：３０
７月３０日（日）１０：００～１１：３０
※３０日は、親子参加型

７月２７日（木）１３：３０～１５：００
７月２８日（金）１３：３０～１５：００
※内容は異なりますので、どちらか１日だけ
の参加も可能です。

　町制施行５０周年の記念として、町内在住の小学３～６年生・中学生を対象にスポーツと英語をかけ
合わせた“イングリッシュスポーツキャンプ”を開催します。
　語学レベルは問いません。今年の夏休みの思い出に、特別な体験をしてみませんか。

イングリッシュスポーツキャンプ
参加者募集

イングリッシュスポーツキャンプ
参加者募集

体を動かしながら、楽しく英語を学ぼう！

宮本健吾 氏講　師

園児、児童、生徒を含む親子、家族
（初心者大歓迎 !!）

対　象

親子２人で３,０００円
（１人増えるごとに ＋１,０００円）

参加費

汚れてもよい服装、手拭き（タオルなど）、
飲み物
※①，②のとき

準備物

１０家族程度
（先着順で締め切ります）

定　員

　各市町で人気のある『親子陶芸教室』を今年は和木町で開催いたします。親子で、家族でたのしく
お茶碗やコップ、皿などをつくりませんか？みんなで“土”と触れ合いましょう！！

町ぐるみ「和木学園」

親子講座

① 土を触る

日　時　８月６日（日）９：３０～１２：００

場　所　和木町文化会館　2 階　研修室

参加者　申込者全員

その他　・粘土になる前の土にも触れてみよう

② 釉薬をつける

日　時　素焼きが終わり次第、参加者に連絡を

　　　　します　９：３０～１２：００

場　所　やきもの工房（錦心窯）（瀬田 2－7－17）

参加者　希望者（事前予約制）

③ 作品を焼く

日　時　準備が整い次第、参加者に連絡をします

場　所　やきもの工房（錦心窯）

　　　　または、感時園（小学校前）

参加者　希望者

その他　・作品が窯で焼かれる様子を体感しよう

④ 作品を鑑賞する

日　時　１０月１５日（日）１０：００～１１：００

場　所　和木町文化会館　ホワイエ

参加者　申込者全員

その他　・できた作品の感想を言おう

　　　　・みんなの作品を鑑賞しよう
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和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

体
育
協
会

開催日
場　所
成　績

５月１４日
広島女学院大学グラウンド
準優勝

■ SA杯第26回安佐南少年親善
　 ソフトボール大会

町
民（
幼
児
）プ
ー
ル
・
中
学
校

プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ 

日
時　

7
月
21
日
㈮
〜
8
月
31
日
㈭

　
　
　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

※
8
月
13
日
㈰
〜
15
日
㈫
は
お
休
み
で
す

注
意
事
項

○
共
通
事
項

・
プ
ー
ル
入
口
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
泳
用
の
帽
子
を
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ

い
。

・
す
べ
て
の
プ
ー
ル
で
の
飛
び
込
み
は
、
禁

止
し
ま
す
。

・
利
用
上
の
注
意
事
項
が
守
っ
て
い
た
だ
け

な
い
場
合
に
は
、
利
用
を
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す

が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
な
ど
他
の

人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
山
口
県
内
に
高
温
注
意
情
報
が
発
令
さ
れ

た
場
合
や
悪
天
候
の
場
合
は
、
開
放
を
中

止
し
ま
す
。

・
上
記
の
ほ
か
、
監
視
員
の
指
示
に
従
っ
て

適
切
に
ご
利
用
願
い
ま
す
。

○
町
民
プ
ー
ル
（
幼
児
プ
ー
ル
）

・
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
幼
児
等
の
保

護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保

護
者
が
各
自
で
自
分
の
子
ど
も
を
管
理
、

監
督
し
て
く
だ
さ
い
。

・
幼
児
が
利
用
す
る
場
合
、
小
学
校
2
年
生

ま
で
の
子
ど
も
の
入
場
は
で
き
ま
す
。

・
幼
児
等
で
オ
ム
ツ
の
は
ず
れ
て
い
な
い
場

合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
中
学
校
プ
ー
ル

・
小
学
校
3
年
生
か
ら
一
般
の
方
が
利
用
で

き
ま
す
。
小
学
生
に
つ
い
て
は
、
必
ず
保

護
者
が
同
伴
し
、
自
分
の
子
ど
も
を
管

理
、
監
督
し
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
が
一

緒
に
遊
泳
で
き
な
い
場
合
は
、
利
用
を
お

断
り
い
た
し
ま
す
。

・
同
伴
遊
泳
さ
れ
る
保
護
者
の
方
も
、
水
泳

用
の
帽
子
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
校
プ
ー
ル
は
一
般
開
放
を
中
止
し
ま

す
。

問　

体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

○
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

大
会
名　

Ｒ
5
年
Ⅰ
期　

和
木
町
テ
ニ
ス
ス

ク
ー
ル
大
会
（
一
般
）

開
催
日　

5
月
24
日

場
　
所　

和
木
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

成
　
績

初
級
の
部
1
位　

井
上　

徳
子

〔
和
木
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
〕

初
級
の
部
2
位　

平
岡　

英
二

〔
和
木
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
〕

初
級
の
部
3
位　

生
駒　

真
美

〔
和
木
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
〕

中
級
の
部
1
位　

山
口　

英
一

　
〔
和
木
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
〕

中
級
の
部
2
位　

大
西　

法
子

　
〔
和
木
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
〕

中
級
の
部
3
位　

田
崎　

雅
之

　
〔
和
木
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
〕

〇
弓
道
部

大
会
名　

福
山
市
近
郊
弓
道
競
技
大
会

開
催
日　

5
月
28
日

成
　
績　

女
子
個
人
優
勝　

中
村　

明
美

〇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

和
木
町
夏
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
　参
加
者
募
集

日
時　

8
月
19
日
㈯ 

9
時
〜
13
時

　
　
　
（
雨
天
順
延
）

会
場　

和
木
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
和
木
町

体
育
セ
ン
タ
ー
前
）

主
催　

和
木
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

参
加
料  

1
ペ
ア　

1
，
0
0
0
円
（
大
会

当
日
徴
収
）

試
合
方
法　

日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競
技

規
則
に
沿
っ
て
進
行
し
ま
す

申
込
方
法　

体
育
セ
ン
タ
ー
へ
申
込
み

申
込
期
限　

7
月
31
日
㈪

申
・
問　

体
育
協
会
事
務
局

　
（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

　広報わきやアイ・キャン和木
ちゃんねる文字放送に掲載した
写真を無料で差し上げます。
　ご希望の方（写真に写ってい
る本人またはそのご家族）はご
連絡ください。

問　企画総務課（☎52-2136）

和木町内のイベントの模様やお役立ち
情報を放送しています。

掲載写真を　　
　　差し上げます
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合唱団員募集合唱団員募集

共催 / 和木町・和木町文化協会   後援 / 和木町教育委員会

WAKI・コンサート 第２部にて
和木町は、2023年に町制施行50周年を迎えます。
同じく、WAKI・コンサートも25周年！
この大きな節目の年を記念し、みんなでベートーヴェンの
交響曲第9番「合唱付き」第4楽章「歓喜の歌」を歌いましょう♪
日 時
会 場
参加資格
ピ ア ノ
ソリスト

問合せ先

和木町文化会館
小学3年以上
山下 千佳・松村 和
小林 良子（ソプラノ）・藤井 美幸（アルト）
中東 駿（テノール）・折河 宏治（バリトン）
和木町文化協会 事務局☎ 0827-52-2191

2023年12月10日（日）14時開演

指揮・合唱指導

村上 謙一郎
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問い合わせ：和木町快適環境まちづくり町民会議
　　　　　　（住民サービス課内）☎５２－２１９４

和木町ボランティア
　　清掃ごみ袋について

　和木町快適環境まちづくり町民会議では、町内
の環境と景観を守るための清掃を行うボランティ
アに対し、ボランティア清掃ごみ袋をお渡しして
います。
　対象者は、町内に住所がある個人で、申請書を
住民サービス課に提出する必要があります。対象
となる清掃は、個人が町内の環境美化を目的に、
道路・公園・その他公共の場所を無償で行う場合
です。そのため家庭や事業所から出たごみ、町内
一斉清掃や自治会のイベントや祭り等のごみには
使用できません。
　お渡しできるごみ袋は、焼却・プラ兼用指定袋
と金属不燃・衣類兼用指定袋の２種類で枚数に上
限があります。ごみとして出すときは、和木町家
庭用ごみ収集カレンダーの分別方法に従って、収
集日に名前を書いてごみステーションに出してく
ださい。
　ボランティア清掃をされる方は、お気軽にご相
談ください。

　

7
月
7
日
㈮
ま
で
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

Ｂ
ｅ
ｅ
＋
エ
リ
ア
で
七
夕
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
催
期
間
中
、
エ
リ
ア
内
に
皆
さ
ま

の
願
い
ご
と
を
書
い
た
短
冊
を
飾
り
、

七
夕
ら
し
い
賑
わ
い
の
空
間
を
演
出
い

た
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
短
冊
記
入
ブ
ー
ス
を
設
け

て
お
り
ま
す
。
願
い
事
を
書
く
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
願
い
を
込
め
て
飾
り

つ
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問　

和
木
町
地
域
振
興
協
会

（
☎
28
ー
4
6
6
6
）

Ｂ
ｅ
ｅ
＋
交
流
棟
よ
り

七
夕
ま
つ
り
開
催
の
お
知
ら
せ

願
い
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
！

水道使用料が改定されます
　令和５年度７・８月分（９月末納付期限）から水道使用料が改定されます。水道事業を
これからも継続していくために、ご理解とご協力をお願いいたします。

 従　量　料　金（1㎥につき）

101 ～ 200 ㎥
まで

61～ 100 ㎥
まで

41～ 60 ㎥
まで

21～ 40 ㎥
まで

0～ 20 ㎥
まで

新
料
金

新
料
金

新
料
金

新
料
金

新
料
金

新
料
金

55円 33 円 93.5 円 115.5 円 154 円 187 円99円 121円 165円 220円

旧
料
金

旧
料
金

1,232円

基  本  料  金メ
ー
タ
ー
口
径

25㎜

20㎜

13 ㎜ 880 円

1,540円 1,100 円

1,848円 1,320 円

旧
料
金

旧
料
金

旧
料
金

旧
料
金

新旧料金比較（税込）※2カ月使用時

問 都市建設課（☎52-2198）
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今月の納税

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 215

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

消
費
生
活
相
談
（
火
曜
日
の
み
）

（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

ＳＮＳで知り合った相手から
高額請求された！

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
便
利
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
が
、

一
方
で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ

た
相
手
か
ら
の
誘
い
が
き
っ
か

け
と
な
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
も

み
ら
れ
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
話
の
合
う

「
知
り
合
い
」
で
も
、
本
当
に

信
頼
で
き
る
相
手
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
本
当
に
信
用
で
き
る

相
手
な
の
か
、
慎
重
に
判
断
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

お
困
り
の
際
は
、
お
近
く
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
】

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
相
手

と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、「
別
の
サ
イ
ト
で
や
り
取

り
を
し
よ
う
」
と
出
会
い
系
サ

イ
ト
に
誘
わ
れ
た
。そ
の
後
、「
個

人
情
報
を
交
換
す
る
た
め
に
は

会
員
登
録
料
を
支
払
う
必
要
が

あ
る
」
と
言
わ
れ
、
高
額
な
料

金
を
請
求
さ
れ
た
が
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。

【
回
答
】

　

一
度
支
払
っ
て
し
ま
う
と
返

金
は
困
難
な
た
め
、
不
審
な
点

が
あ
れ
ば
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し

ょ
う
。「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

機
種
変
更
し
た
」「
交
際
相
手

に
知
ら
れ
た
く
な
い
か
ら
」
な

ど
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
別
の
サ
イ
ト

に
誘
わ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
特

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

和

木

短

歌

会

亡
く
な
り
し
愛
犬
つ
ば
さ
に
よ
く
似
て
る

小
さ
く
か
わ
い
い
木
香
薔
薇
植
う

大
正
琴
の
発
表
会
ス
パ
ン
コ
�
ル
に

輝
る
衣
装
の
母
の
ま
ぶ
し
き

清
水　

敬
子

庭
先
の
白
い
葉
を
し
た
薔
薇
の
木
に

赤
い
つ
ぼ
み
の
あ
ま
た
つ
き
お
り

泉
原　

節
子

一
本
の
バ
ラ
を
片
手
に
プ
ロ
ポ
�
ズ

あ
れ
か
ら
一
度
も
送
ら
れ
て
こ
ず

バ
ン
ザ
イ
に
揺
れ
る
球
場
真
紅
な
る

ロ
�
ズ
ガ
�
デ
ン
満
開
と
な
り

中
礒　

和
子

藤
川　

洋
子

降
り
し
き
る
雨
に
打
た
れ
て
咲
く
薔
薇
の

花
び
ら
伝
ひ
こ
ぼ
れ
る
雫

井
口
美
智
子

華
や
か
な
戴
冠
式
あ
り
　
ひ
�
そ
り
と

異
郷
に
咲
い
た
ダ
イ
ア
ナ
の
薔
薇

灰
岡　

裕
美

兼
本　

信
昌

令
和
6
年
4
月
採
用
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
8
）

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

固
定
資
産
税
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　2
期
分

町
営
住
宅
使
用
料
　  

　
　
　
　
　
　
　
　7
月
分

国
民
健
康
保
険
料
　  

　
　
　
　
　
　
　
　1
期
分

介
護
保
険
料
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　1
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
　  

　
　
　
　
　1
期
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・

上
下
水
道
使
用
料
　 

　 

　
　
　
　
　5
・
6
月
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・
 　
　

（納期限は 7月 31日㈪です。）

（
公
財
） 

山
口
県
市
町
村
振
興
協
会

7

４
火

募
集
職
種

　

事
務
職　
　
　
　
　
　

若
干
名

　

社
会
福
祉
士　
　
　
　

若
干
名

　

保
健
師　
　
　
　
　
　

若
干
名

受
験
資
格

事
務
職

　

平
成
3
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
17
年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま

れ
た
方
で
︑
高
等
学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業
し
た
方

社
会
福
祉
士

　

平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
︑
社
会
福
祉
士

資
格
を
取
得
し
て
い
る
方
︑
ま
た
は
令
和
6
年
3
月
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
方

保
健
師

　

平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
︑
保
健
師
の
免

許
を
取
得
し
て
い
る
方
︑
ま
た
は
令
和
6
年
3
月
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
方

受
付
期
間 

令
和
5
年
7
月
3
日
㈪
～
令
和
5
年
8
月
18
日
㈮

ま
で
︵
8
時
30
分
～
17
時
15
分
︶

※
郵
送
の
場
合
︑令
和
5
年
8
月
18
日
㈮
消
印
有
効
と
し
ま
す
︒

一
次
試
験 

令
和
5
年
10
月
1
日
㈰

二
次
試
験 

令
和
5
年
10
月
下
旬
を
予
定

︵
一
次
試
験
の
合
格
者
に
通
知
︶

採
用
予
定
日 

令
和
6
年
4
月
1
日
以
降

そ
の
他 

天
候
や
災
害
等
の
状
況
に
よ
り
︑
試
験
日
程
を
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

問 

企
画
総
務
課　
︵
☎
52
ー
2
1
3
6
︶

※
和
木
町
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
は
企
画
総
務
課
︵
役
場

2
階
︶
に
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒
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令和5年6月1日現在
総人口　5,927人（＋51）
世帯数　2,684世帯（＋56）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　3,035人（＋47人）男　2,892人（＋4人）

（人）

　昭和３０年３月、和木村
役場入庁後、平成５年９月、
和木町長就任。２期８年に
わたり務め魅力ある和木町
のまちづくりに大きく貢献。

藤 本　光 亮 さん
（元和木町長）

　

名
月
人
を
待
た
ず
。
早
く
も
町
制
施
行
か
ら
半
世
紀
、
当

時
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
つ
い
昨
日
の
出
来
事
の
様
に

蘇
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
県
が
人
口
五
千
人
以
上
で
町
に
昇
格

可
能
な
条
例
を
公
布
、
村
の
中
心
地
に
全
体
戸
数
の
40
％
、

企
業
従
事
者
が
人
口
の
50
％
以
上
、
病
院
、
図
書
館
、
文
化

施
設
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
事
等
が
示
さ
れ
、
当
時
の
和
木

村
は
、
町
へ
の
昇
格
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

早
速
、
県
と
協
議
を
重
ね
、
村
議
会
に
議
案
を
提
出
し
、

快
く
賛
成
が
頂
け
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
数
名

の
方
よ
り
反
対
意
見
。「
先
人
達
が
汗
と
努
力
で
築
い
た
歴
史
・

伝
統
あ
る
村
を
、
何
故
今
更
町
に
し
て
ど
れ
程
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
か
」、「
断
ち
難
い
郷
愁
も
あ
り
広
く
知
れ
渡
っ
た

村
だ
」。
も
っ
と
も
な
意
見
で
し
た
。
し
か
し
、
時
代
は
流
れ

進
化
し
て
参
り
ま
す
。
町
に
な
り
一
層
の
繁
栄
と
社
会
基
盤

の
整
備
を
す
る
こ
と
を
村
民
は
望
ん
で
お
り
、
特
に
若
い
人

達
は
、
村
よ
り
町
に
昇
格
し
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
強
く
願
望

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
議
論
の
末
、
賛
成
多
数
で
議
決
を

頂
き
、
県
に
申
請
の
上
で
和
木
町
が
誕
生
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

以
後
、
役
場
の
新
庁
舎
の
完
成
、
恵
庭
市
と
の
姉
妹
都
市

縁
組
締
結
、
新
住
居
表
示
実
施
（
〇
丁
目
〇
番
）、
蜂
ヶ
峯
総

合
公
園
の
建
設
等
に
よ
り
、
町
の
発
展
に
繋
が
っ
て
行
け
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
紙
面
と
字
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

町
制
施
行
50
周
年
を
心
か
ら
祝
福
し
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。

笑顔つなぐ　つなげる、

和木のこころ・未来。

和木町町制施行５０周年記念企画 ＜第2回＞

ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
　

楽
し
い
花
火

花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を

よ
く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ

う
。

花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所

で
遊
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
衣
服
に
火
が
つ
か

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

手
持
ち
の
筒
花
火
は
、
手
の
位

置
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ

う
。

た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に

火
を
付
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
１
本
ず
つ
遊
び
ま

し
ょ
う
。

正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法
で

点
火
し
て
く
だ
さ
い
。

花
火
の
筒
先
に
顔
や
手
を
絶
対

に
出
さ
な
い
こ
と
。
点
火
す
る

時
や
途
中
で
火
が
消
え
た
と
き

は
、
特
に
注
意
。

花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

花
火
を
分
解
し
て
遊
ぶ
こ
と
は

危
険
で
す
。
絶
対
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

問　

山
口
県
産
業
政
策
課

（
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